
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 107 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代の国語 単位数 2単位 年次 1年次 

使用教科書 探求 現代の国語（桐原書店） 

副教材等 

「新国語総合ガイド五訂版」京都書房「正しく読み・解くための 力をつける現代の

国語」数研出版「意味から習得 音訓別 重要頻出漢字リアルマスター3300」尚文出

版 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・社会人として必要な基礎的な国語の力を身に付けることを心がけましょう。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、意思を伝えるための「書く能力」しっかりと身に付

けましょう。 

・話し合いや文章記述や発表など、アクティブな活動を取り入れた授業を行います。 

・多くの文章に触れ、積極的に辞書を引き、語彙力を身に付けましょう。 

・家庭学習をたいせつにしてください。授業だけで力は身に付きません。授業を受けたうえで自分がどう

考えたか、なにができるようになったかを日々意識してください。 

 

２ 学習の到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で

伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我

が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養

う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

 

実社会に必要な国語の知識や

技能を身に付けている。                                   

 

 

 

 

 

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、

「読むこと」の 各領域において、論

理的に考える力や深く共感したり豊

かに想像したりする力を伸ばし、他

者との関わりの中で伝え合う力を高

め、自分の思いや考えを広げたり深

めたりしている。 
 

 

言葉がもつ価値への認識を深め

るとともに、生涯にわたって読

書に親しみ自己を向上させ、我

が国の言語文化の担い手として

の自覚をもち、言葉を通して他

者や社会に関わろうとしてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



※令和４年度以降入学生用 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 
 

 
 

 
 

 

１
学
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評論の内容を理解する 
ａ：常用漢字の音訓を正しく読み、語句の意味

調べをし、語彙を増やしている。 

ｂ[読]：文章の内容や構成、展開などについて

叙述を基に的確に捉えることができる。 

ｃ：進んで自分のものの見方、感じ方、考え方

を深め、学習課題に沿って、筆者の主張を読

み取ることができる。 

ワークシート     

定期考査 

小テスト 

ワークシート     

定期考査 

ノート 

ワークシート     

振返りシート 
［教材］              

「ふしぎと人生」「読書は必要

か」「ほどほどのデザイン」           

構成を捉える 

ａ：表現に即して文章を読み、対比的に書かれ

た評論を読み取る。 

ｂ[話/聞]：文章の内容や構成、展開などにつ

いて叙述を基に的確に捉えることができる。他

者に自分の意見が伝わるように話すことができ

る。 

ｃ：進んで自分のものの見方、感じ方、考え方

を深め、学習課題に沿って、筆者の主張を読

み取ることができる。内容について話し合い、

自分の言葉で文章にすることができる。 

ワークシート     

定 期 考 査 

小テスト 

 

ワークシート      

定 期 考 査 

ノート 

ワークシート     

振返りシート 

［教材］              

「マヨネーズの穴から」                         

「環境世界」 

「紫外線」 

「人類からみた言語」                   

評論の内容を理解する 

ａ：事実と推測部分に注意して論の展開をつか

み、人の心の動きに関する筆者の主張を読み

取る。 

ｂ[書]：文章の内容や構成、展開などについて

叙述を基に的確に捉えることができる。自分の

思いが効果的に伝わるよう、文章の構成や語

句に注意して表現を工夫することができる。 

ｃ：進んで自分のものの見方、感じ方、考え方

を深め、学習課題に沿って、筆者の主張を読

み取ることができる。内容について自分の言葉

で文章にすることができる。 

ワークシート     

定 期 考 査 

小テスト 

ワークシート     

定 期 考 査 

ノート 

ワークシート     

振返りシート 

［教材］              

「サイボーグとクローン人間」                          

「読む」 

２
学
期 

 

実社会について考える 
ａ： 「一次情報」「二次情報」の定義を理解し、

自ら情報を分類できる。 

ｂ[話/聞]：文章の内容や構成、展開などにつ

いて叙述を基に的確に捉えることができる。他

者に自分の意見が伝わるように話すことができ

る。 

ｃ：進んで自分のものの見方、感じ方、考え方

を深め、筆者の主張について考え、他者と意

見を交わすことができる。 

ワークシート     

定 期 考 査 

小テスト 

ワークシート     

定 期 考 査 

ノート 

ワークシート     

振返りシート 
［教材］              

「問の立て方とオリジナリテ

ィ」 

評論の内容を理解する 

ａ：具体的な事例に注意して本文を読み、「自

立」の在り方について考えを深める。 

ｂ[書]：文章の内容や構成、展開などについて

叙述を基に的確に捉えることができる。自分の

思いが効果的に伝わるよう、文章の構成や語

句に注意して表現を工夫することができる。 

ｃ：進んで自分のものの見方、感じ方、考え方

を深め、学習課題に沿って、筆者の主張を読

み取ることができる。効果的な言葉を使い、文

章にすることができる。 

ワークシート     

定 期 考 査 

小テスト 

ワークシート     

定 期 考 査 

ノート 

ワークシート     

振返りシート 

［教材］               

「経済の論理/環境の倫理」         

「食の履歴書」 

「わかろうとする姿勢」             

細部に着目する 
ａ：叙述に即して筆者の考えを読み取り、もの

の見方、考え方を豊かにする。 

ワークシート     

定期考査 

小テスト 

ワークシート     

定期考査 

ノート 

ワークシート     

振返りシート 

 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （  20      ）時間 

  ・書くこと      …  （  30      ）時間 

  ・読むこと      …  （  20      ）時間 

［教材］  

「グローバル化と「文脈」」 

「ゆらぎ」 

「擬制から責任へ」 

「アラビア語を学ぶ」 

              

ｂ[書]：文章の内容や構成、展開などについて

叙述を基に的確に捉えることができる。自分の

思いが効果的に伝わるよう、文章の構成や語

句に注意して表現を工夫することができる。 

ｃ：進んで自分のものの見方、感じ方、考え方

を深め、学習課題に沿って、筆者の主張を読

み取ることができる。効果的な言葉を使い、文

章にすることができる。 

３

学

期  

評論の内容を理解する 

ａ：本文における筆者の主張と、引用される文

学作品との関係について理解している。  

ｂ[読]：文章の内容や構成、展開などについて

叙述を基に的確に捉えることができる。 

ｃ：進んで自分のものの見方、感じ方、考え方

を深め、学習課題に沿って、筆者の主張を読

み取り、自分の考えを深めることができる。 

ワークシート     

定期考査 

小テスト 

ワークシート     

定期考査 

ノート 

ワークシート     

振返りシート 

［教材］ 

「AIの判断」 

「言葉を学ぶとは」 

「歴史は「今・ここ・私」に向か

ってはいない」 

「思想の出自」               

見解を比べる 
ａ：二つの文章の構成に注意して内容を読み

取り、比較検討することができる。 

ｂ[読]：文章の内容や構成、展開などについて

叙述を基に的確に捉えることができる。 

ｃ：進んで自分のものの見方、感じ方、考え方

を深め、学習課題に沿って、筆者の主張を読

み取ることができる。： 

ワークシート     

定期考査 

小テスト 

ワークシート     

定期考査 

ノート 

ワークシート     

振返りシート 

［教材］               

「我関わる、ゆえに我あり」 

「「私」が「主体」であるために 

「生物多様性と科学」 

「ヒトの「進化」と普遍性」 


